
【９年数学】「フィードバックの質を高める〈進捗状況〉〈理解度〉〈振り返り〉の可視化」
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【成果と課題】
〇生徒の進捗状況をリアルタイムで確認することができ、より適切なサポート
が可能となった。
〇理解度に応じて生徒同士を繋ぎ、個別最適な学びと協働的な学びを一体
的に充実させることができた。
〇振り返りに対して即時にフィードバックを行うことができるので、学級全体に
対して数学において大事なことを共有しやすくなった。

▲単元全体を見通して作成したり、生徒の Googleスプレッドシートを表示で
きるようにしたりする必要があるため、準備に時間がかかる。

関数の利用

進捗状況や理解度を可視化することで、生徒同士をつなげ
たり、教師がサポートしたりしやすくなるようにした。

個人のGoogleスプレッドシート内の記述を
集約して把握できるようにした。（ GAS）

△がついている部分
を重点的に対応

平方根 単元を通して、平方根のおもしろさ （驚き、不思議、便利さ、疑問、できること、できないこ

と）や気づき、疑問に着目した振り返りを授業終末に行った。

生徒が入力した内容に対し、即時にフィードバックを行った。平方根の有用性や数
学的な見方・考え方について、学級全体で共有を図ることができた。

関数の利用

リーディングDXスクール事業　【GIGA×指導の工夫・改善】



　【８年英語】「生徒が学習方法・教材を選択できる授業づくり」

【成果と課題】
〇学習教材の選択肢があると、生徒は自分に合っていると思うものを探すため、教材を比較し選択する
ことができるようになった。
▲「書く」活動におけるICTの活用の実現に今後取り組んでみようと思う。

・単元の目標をもとに、生徒は個人で学習目標を立
て、どのように学習したかを振り返る。
・授業内で使用する教材や、家庭学習に利用できる
教材をリンクで共有している。

　　　1授業1スライドReflection      生徒が教材を選んで学習を進める

・「読む」活動において、生徒は、複数ある教材か
ら時数に合わせて教材の種類や数を選択するこ
とができる。
・学習形態（個人・グループ）を表示し、学級で共
有できる。
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リーディングDXスクール事業　【GIGA×指導の工夫・改善】


